




























（1） 作詞：Stefani Germanotta（Lady Gaga），作曲：Lady Gaga& Jeppe Laursen，レーベル：Interscope 
Record, Universal Music，リリース：2011年２月11日，リリース（アメリカ）
（2） 作詞：Stephan Pate Bray，作曲；Madonna Louise Veronica Ciccone，レーベル：Warner Bros. リリース：
1989年５月９日（アメリカ）
（3） レーベル：Interscope Record, Universal Music，リリース：2012年３月26日（アメリカ）
（4） ビルボードの記事を参照。http://www.billboard.com/column/viralvideos/madonna-mashes-born-this-way-
with-express-1007169752.story（2012年６月１日）

































（7） Lang, Fritz. 1927. Metropolis. UFA, Paramount. フリッツ・ラング監督『メトロポリス』ウーファー，パラ
マウント（1927）










































 例えば，日本人の異性愛者で国際的なシーンで活躍する者もいる。ストリートダンス ･ コミュニティサイ
ト『トウキョウダンスマガジン』（有限会社ラストトレインゲッター（LTG））に掲載されている Akiko（女
性）や SHUHO（男性）のインタビューを参照。
 ‘Story of HOUSE OF NINJA ～Javier & AKIKO ～’ トウキョウダンスマガジン2012年２月６日 http://
www.tokyo-dance-magazine.com/people/house_of_ninja/index.html（2012年８月21日）‘Story of HOUSE 



















































し出している。まず，『ヴォーグ』には，「黒でも白でも / 女でも男でも」（It makes no 


























































二つ目として，『ボーン・ディス・ウェイ』の歌詞であるところの “don’t be a drag, be a 
queen” が「ドラァグ・クイーン（drag queen）」を想起させ，かつ，まさしくドラァグ・
クイーンのカルチャーを歌い上げたのが『ヴォーグ』であること。以上について，具体的
には歌詞上の次の語群［superstar / drag / drag queen / queen / mama］および，レ









ことテーリ・テムリッツ（DJ Sprinkles a. k. a. Terre Thaemlitz）がその時代に捧げたア
ルバム，『ミッドタウン120ブルース』“Midtown 120 Blues”（2008）から，『トランズジェ
（16） 作詞・作曲：David LeBolt, Malcolm McLaren　レーベル：Epic リリース：1989年８月13日（アメリカ）
PV は次のものを参照した。
 http://www.youtube.com/watch?v=PVLFLLKIgzg　（2012年２月26日）
















かっているでしょ。」（＊ Strike a pose（22）/ … / It makes no difference if you’re black or 
white / If you’re a boy or a girl / If the music’s pumping it will give you new life / 








（18） 作曲：DJ Sprinkles a. k. a. Terre Thaemlitz，レーベル：Comatonse Recordings（comatonse.com），リリー
ス：2008年８月９日　http://www.comatonse.com/releases/stock_midtown120blues.html（2012年５月24日）




の女』“The Girl with the Dragon Tattoo”（2011）をヒットさせているデビッド・フィンチャー（David 
Fincher）である。マドンナのビデオ・クリップ集，『ベストヒット・コレクション』“The Immaculate 
Collection” ワーナーミュージック・ジャパン（1990）所収。
（20） MTV Video Music Awards（1990）にノミネートされ，授賞式典でライブ・パフォーマンスを行った。そ
のステージは『ヴォーグ』の PV と同じビデオ・クリップ集において（ibid.）PV の次のトラックとして収
録されている。














て，だってベイビー，あなたはこのように生まれたんだから。」（Don’t be a drag, be a 
queen / Whether you’re broke or evergreen / You’re black, white, beige chola descent 
/ You’re Lebanese, You’re Orient / Whether life’s disabilities / Left you outcast, bullied 
or teased / Rejoice and love yourself today / Cause baby you we’re born this way）と
いうライムが強調される。前編でもこの箇所から人種等の社会的弱者についての部分を抜























（23） ‘Lady Gaga New Song ‘Born This Way’ Criticized by Latinos for Having Racist Lyrics.’ Hispanically 






















勇気を持って生きるために生まれてきたのよ。」（No matter gay, straight, or bi / Lesbian, 
transgendered life / I’m on the right track baby / I was born to survive / No matter 

































































































（24） Garfinkel, Harold.1967. ‘Passing and managed achievement of sex status in an “intersexed” person part 1.’ 
an abridged version in Studies of Ethnomethodology. Prentice Hall.（山田富秋，桜井裕明，山崎敬一訳「ア
グネス，彼女はいかにして女になり続けたか──ある両性的人間の女性としての通化作業（パッシング）
とその社会的地位の操作的達成」『エスノメソドロジー──社会学的思考の解体』せりか書房（1987）所収）







































場所，ここはそのためにあるのよ。」（Look around everywhere you turn is heartache / 
It’s everywhere that you go / You try everything you can to escape / The pain of life 
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that you know / When all else fails and you long to be / Something better than you are 
today / I know a place where you can get away / It’s called a dance floor, and here’s 























てくれる。あなたはスーパースターよ…。」（Come on, vogue / Let your body move to 
the music / Hey, hey, hey / Come on, vogue / Let your body go with the flow / You 
know you can do it / All you need is your own imagination / So use it that’s what it’s 
for / Go inside, for your finest inspiration / Your dreams will open the door / … / *If 



























































































































（29） Heidegger, Martin. 1927. Sein und Zeit. Max Niemeyer 細谷貞雄訳『存在と時間　上・下』筑摩書房（1994）





























を決めて。ただそうするまでのことよ。」（Greta Garbo, and Monroe / Dietrich and 
DiMaggio / Marlon Brando, Jimmy Dean / On the cover of a magazine / Grace Kelly; 
Harlow, Jean / Picture of a beauty queen / Gene Kelly, Fred Astaire / Ginger Rogers, 
dance on air / They had style, they had grace / Rita Hayworth gave good face / 
Lauren, Katherine, Lana too / Bette Davis, we love you / Ladies with an attitude / 
Fellows that were in the mood / Don’t just stand there, let’s get to it / Strike a pose, 












































































































なる。よって，ここではより詳細に『ボーン・ディス・ウェイ』の “drag” と “queen” の
関係を見てゆこう。
２－２－２－２－１．“queen” の「本物性」の前では “drag” に勝ち目なし？
まず，とても重要な点を述べるなら，『ボーン・ディス・ウェイ』の “don’t be a drag, 
be a queen” から「ドラァグ・クイーン」の語を引き出す前にいったん戻り，言葉が二分





































意）」（You don’t need diamond rings or eighteen karat gold / Fancy cars that go very 
fast you know they never last no, no / What you need is a big strong hand to / Lift you 

































































































































の場合も，“born superstar” とは歌われるが，“born queen” という言われ方はまずあり得
ず，“be a queen” が繰り返されるのである。たとえ，生まれながらのスーパースターであっ
ても “drag” になってしまうこともあれば “queen” になれることもある，だから，“queen”
であるようになさいと言われている気がする。
『エクスプレス・ユアセルフ』で「開示される自分自身こそが本物」であるが，しかし，











































こう。その上で，『ヴォーグ』の以下の箇所に，“queen” の語が単独ではなく “beauty 
queen” として実は登場していたことに目を留めてみたい。「…王妃になったグレース・ケ
リー，ジーン・ハーロウ，そして，美人コンテストのクイーンの写真。」（*…Grace Kelly; 
Harlow, Jean / Picture of a beauty queen…） ここでの “queen” はもちろん「女王陛下」
ではなく「上に立つにふさわしい女性」であり，“beauty” がつくことで，「美の女王
（ビューティー・クイーン）」すなわち，「美貌を競い合う世界での首位者」や「美の世界
（35） 前編においてもすでに指摘している通り，これは「マザー・モンスターのマニフェスト（Manifesto of 



















































































































グにはそうした要素が基本的なものとして組み込まれることとなった。Battle, Juan. Barnes, Sandra. L. 






















































































































この “Deep in Vogue” の PV に出演しているのは，黒人の本物のドラァグ・クイーン，
ウィリー・ニンジャ（Willi Ninja）である（41）。上述のリビングストンのドキュメンタリー
にも出演しており，非常に有名になった。ウィリー・ニンジャは，「ニンジャ（Ninja）」



























ラヴァガンザ （House of Xtravaganza）」のメンバーであるホセ（Jose Gutierez a. k. a. 


















 ‘Full cast and crew for Madonna: The Immaculate Collection （1990）’
 http://www.imdb.com/title/tt0500162/fullcredits#cast（2012年８月22日）







































が出てくる。（My mama told me, when I was young / we are all born superstars）そし



















































































































































に対する両者の意味づけの違いとして表れる。そして，レディー・ガガの “don’t be a 




























































またの名をテーリ・テムリッツ（DJ Splinkles a. k. a. Terre Thaemlitz）の告発的な回想
が印象的である。彼（女）（52）はボールやクラブの音をサンプリングして仕上げたアルバム
において，「マドンナ・フリー・ゾーン」というサブ・タイトルまで冠した『トランスジェ

















（When Madonna came out with her hit “Vogue” you knew it was over. She had 
taken a very specifically queer, transgendered, Latino and African-American 
phenomenon and totally erased that context with her lyrics, “It makes no difference if 
you’re black or white, if you’re a boy or a girl.”Madonna was taking in tons of money, 
while the Queen who actually taught her how to vogue sat before me in the club, 
strung out, depressed and broke. So if anybody requested “Vogue”or any other 
Madonna track, I told them, “No, this is a Madonna-free zone! And as long as I’m DJ-
ing, you will not be allowed to vogue to the decontextualized, reified, corporatized, 










引っかかってしまう。そこで，これまで分析してきた結果を踏まえて “don’t be a drag, 


















































































として，バックステージや，ツイッターや SNS などのメディア，そして NPO 法人にお
いてファンであるところのリトル・モンスターと関わり続ける。マザー・モンスターもリ
トル・モンスターも「同質の」モンスターという生き物，種族であるという血縁関係が「擬
態」されている。もちろん，LGBT やその他マイノリティーが，人間の中のある種の血縁
的な一族であるわけではない。そうではなくて，精神的な拠り所としての種族のメタ
ファーなのである。（ディアスポラやユダヤ教徒にどこか似ている。）
こうした構築は，マドンナによる「マザー・マドンナ」もレディー・ガガによる「マ
ザー・モンスター」も聖母子は人間の両性による結合に基づくわけではないということを
活かしており，その意味では同様の表象である。ただし，それでも若干，メタファーの作
り方が異なり，その違いはかなり重大な意味である。聖母子をあくまで構築されたものと
見做す「女形マザー・マドンナ」に対し，レディー・ガガの場合，「マリアとキリストの
血の繋がり」は疑いようのない「本質」として捉えられている。マザー・モンスターとリ
トル・モンスターの関係は，実質的には血が繋がっていないにしても，種族のように疑い
ようのない「本質の継承関係」になっているというわけである。
そして，『ボーン・ディス・ウェイ』における最初の「ママが言った」は，マドンナの
ような血縁のないハウスのマザーの隠喩ではなく，実の母娘を単純に表象することから
「産みの親」「本当の親子」の意味が込められている。しかしこの「本当の親子」とは，遺
伝的な血縁ではなく，「魂の縁」とでも言うべきモンスターとしての「本当の」おっかさ
んと，その種族として目に見えない臍の緒を繋ぐリトル・モンスターとしての子供たちな
のである。聖母子の紐帯は，マリアとキリストのように，「生物」としての肉体を通して
繋がれるのである。
よって，ハウスのマザーとドラァグ・クイーンであろうと，それこそが「本当の親子」
とも言うべき強い絆を意味する。この世の「実の親」が差別をして我が子を恥ずかしいと
でも思うようなら，「本当の親」を探し求めろ，なぜならお前は一般の人間じゃなくて，
モンスターなのだから，と。ハリー・ポッターじゃないが，継子物語である。醜いあひる
の子かもしれない。この世の実際の血縁関係こそが実は「構築された」ものであることが
伏せられている養子縁組。本当の親子は別の世界で繋がる。（これはなかなかにグノーシ
ス的だ。）そして，醜いあひるの子は白鳥のお母さんに出会う。「ドラァグ・クイーンとし
てボールで踊るお前は紛い物のクイーンなんかじゃない，本物のクイーンなんだからね。
自分を卑下してつまらない存在なんかになっちゃだめよ。」
問題はこの新しい生物，種族の「父」はどこに行ったのかということだ。それは「大文
字の彼」だというわけだ。キリスト教的である。マリアとキリストという人間の肉体を用
いた繋がりを，天という別の次元の異界から支えるのが父なる神であるように，「大文字
の彼」が異界からモンスター親子の繋がりを支えている。このレディー・ガガ的異界は，
現実世界を生きるファン達にとっての「想像の異界」として，現実の苦境からの「逃げ場」
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となり，奪われた自信と失いかけた自身を回復させる「避難所」，すなわち，これもまた
アジールなのである。
種族のメタファーでタイトに結びつけ，団結させなければならないほどに，LGBT やマ
イノリティーの個々の現実の中での孤独と苦悩を，そして解放を実感しているのではなか
ろうか。よって，これは解放ではなく，「救済」であり，それは遂行されておらず，いま
だ希求されている段階なのである。また，形の上では社会的マイノリティー集団に属して
はいなくとも，普通に生きる小市民，否，全ての人間の中にある「マイナーなもの」とし
ての「本来的な」存在を救済することもまた，レディー・ガガの目論見であるに違いない。
リアル世界の中で，異界としてアジール空間が切り開かれる。マドンナの世界にも，そ
れを反復しつつ差異化してゆくレディー・ガガの世界でも。たとえ，それ以外の世界が
ファッキングであろうとも，アジールがあるならそこを拠点に，リアル世界を征服する遠
征に出てやるぞ，というマドンナの80年代世界像。しかし，もはやアジールでは意味がな
い，アジールはアジールのままでしかなく，マドンナ的80年代的な収奪もされ，アジール
は商品の棚に陳列されているというのが，レディー・ガガの置かれた現在である。そこで，
種族の絆の普遍性を持ちだし，自分の存在の根拠にはマザー・モンスターの深層の血が流
れているとする。そのことに気付けば，ファンはリトル・モンスターとして生まれを肯定
できる。どこに行っても自分達は種族である。（ディアスポラだ。）土地や，見かけの血縁
（逆にこれが表層になる），社会的属性は問わず。レディー・ガガの声の聞かれるメディア
のあるところに散らばっており，しかし，ライブやネットの SNS などで参集する。異界
はメディアで媒介可能なのだ。ただし，常に「大文字の彼」に見守られているという物語
を必要とする。
２－２－３－４．『ヴォーグ』はボールの扉を開いたのか閉じたのか
マドンナは，男女も LGBT も問わないマイナーなもの達の自己の構築パーティーを夢
想していたのではなかろうか。誰でもスーパースターになれる解放区。そこなら誰もが自
由だし誇りを持てる。自由で誰もが尊重されるアジール。だからこそ，マドンナはゲイや
トランスジェンダーに閉じずに万人にボールを解放した。ボールを必要としているのは，
彼らだけじゃない，マイナーな存在「として」の全ての人だから。そこで，MTV アウォー
ドの時のステージングでは，脱構築的にボール（舞踏場）をロココな舞踏会へセッティン
グし直した。ロココは同性愛的要素があり（もっとも古代から同性愛は許されていたが）
黒人奴隷（使用人）がおり，東洋趣味，シノワズリの意匠が好まれた。18世紀，絶対王政
と強権的抑圧のバロックを抜けだし，相対主義，感覚的で多様な時代である。現代とどこ
か似通った異界。
白すぎるほど白くお白粉をはたいた貴婦人であるマドンナに，黒人の男女の付き人がい
る。絡む男性貴公子達には白人のみならず黄色人種のダンサーも混じっている。しかし，
まず踊るのは男女のペアではなく，マドンナを中心とした白黒混成女性団の群舞である。
ここにレズビアン的でシスター・フッド的な雰囲気が表現されており，また，女性リス
ナーが想起される。そして，マドンナとの舞台上のセクシュアルな絡みのダンスは黒人男
性ダンサーが絡むことが多い。これは，従来から言われてきたような黒人ダンサーの起用
というマドンナの意識的な平等性というよりは，白人女性を巡って黒人男性が群がるとい
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うような下世話な構図にも見えてしまう。
このヨーロッパに場を移し替えたボールは，70年代のドラァグ・クイーンが好んだ派
手々々しいショー・ガール的な衣装へのオマージュでもあるが，パロディにも見えてしま
う。なぜなら，「ボール（ball）」の語源である舞踏会にまで遡り，ドラァグ・クイーンの
原義である「裾を引きずる（ドラァグする（drag））」ドレスの歴史的な正統性は西洋の
王侯貴族の世界であることを見せつけたわけだから。マドンナは「私がゲイの人達の真似
をしたわけじゃないのよ」と言いたげである。「ゲイも私も，遠い昔の舞踏会をオリジナ
ルとしているのよ」と。だが，そんなマドンナの言外の釈明のために，結局，ゲイは西洋
白人女性の衣装や踊り，コケティッシュなコミュニケーションを引用しているだけのよう
に逆に見えてしまう。ゲイは独自の文化を作り上げたのにも関わらず，誰もが忘れていた
起源へとマドンナが強い力で引き戻したばっかりに，自分達の文化は亜流でしかないと断
定されてしまったに等しい事態だ。このような西洋貴族の舞踏会に「分節 = 節合
（articulation）」されてしまったドラァグ・クイーンのボールは，換骨奪胎どころの騒ぎ
ではなかろう。
さらに，そのボールでの称賛を一身に受けて，それが本物のスーパースターへの切符と
等しいのはマドンナだけ。ボールで踊る男女はすべて「夢は夜のみ開く」のである。
そして，それでも流行となったヴォーギングを踊るヘテロセクシュアルな男女は，それ
を楽しむことが「今時」のイケてる若者という称号くらいにはなった。そして，ゲイは霞
んでしまった。ゲイやトランスジェンダーのボールにヘテロ世界の住人が土足で入って来
て，横取りしてしまったのは，ブルックリンで DJ をしていたテムリッツの告白を聞くま
でもない。
「お互い，自分を表現しているのだから同じじゃないか」「キミ達の間で閉じている時
より，文化として洗練されたのだから，いいじゃないか」といった声も白人異性愛文化の
サイドからは聞こえてくる。しかし，そこで言われる洗練とは何か。それはヘテロ世界の
基準での洗練であり，ゲイやトランスジェンダーの文化とは関係ない。そうではなくて，
やっぱり本場，ドラァグ・クイーンのヴォーギングは違うね，一般人には真似できない，
と言われなくてはならないはずなのに。
ここには，スーパースターのマドンナと，一夜のスーパースター気取りのヘテロなトレ
ンディ若者たちと，元々の文化の発祥地だけれどそれだけでしかない（ことにされた）黒
人やカリブ系有色ゲイとトランスジェンダーの間にヒエラルキーが出来てしまう。そし
て，有色ゲイの中からもウィリー・ニンジャやホセ＆ルイスのように白人文化の中に招き
入れられる存在が出てきてしまう。名誉白人，名誉ヘテロセクシュアル。それを彼らが望
んだわけでもなかろうに，そういう位置づけにされてしまうのだ。ゲイのスターの「成り
上がりの夢」は，パリで，東京で，ヴォーギングを流行らせることだった。ヘテロ世界で
ヴォーギングを踊らせること。でもそれは，ゲイが主流になれないからこその仇討であり，
この時点で勝負はすでに構造的に決まっているわ…。「マドンナは」そう宣告しているよ
うに感じられる。彼女は LGBT の支援者だったと言えるのか。マドンナ帝国。自らの統
治可能な世界では彼らにチャンスを与えていたということではないのか，子飼いの者達を
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優遇しただけではないのか，そんな気持ちになってくる（55）。
このような上下関係の構造を持ち込んでしまったマドンナが収奪者と呼ばれても仕方が
ないことである。マドンナは責任を追及されても「だって，それが流行（vogue）なんで
すもの，私は流行りのスタイルを表現しただけよ」と言い逃れるのだろう。
そんなマドンナが『エクスプレス・ユアセルフ』の PV で用いたのが映画『メトロポリ
ス』だった。高層階に棲む知識階級と，地下階に居住区がある労働者階級の完全な分離と
支配，そしてその超克への契機を描いた作品である。マドンナは，これをどうオマージュ
しただろうか。
奇しくもレディー・ガガも PV ではメトロポリスを用いている。高層都市メトロポリス
の中での立ち位置は，悪を象徴するマリア像の位置だった。このマリア像は，狂気の科学
者の手で作られた。元々は清らかな下層階級の救世の星，人間のマリアだった。マリアそっ
くりに作られたテスラコイルを使った電磁エネルギーで作動する機械人形が本物のマリア
に入れ替わり，人々を誑かしてしまう。レディー・ガガはこのマリア像の位置から PV を
スタートさせるのである。マリア，その名が聖母を表すように，マドンナを意識させない
ことはない。そっくりに似せた聖母の入れ替わり。ここにレディー・ガガとマドンナの空
耳オマージュが被さってくる。レディー・ガガはマドンナに成り切りつつ，差異を滑りこ
ませて主張を繰り返す。だとしたら，このレディー・ガガとマドンナ両者による映画『メ
トロポリス』のオマージュの意味とは何だろうか。そして，なぜレディー・ガガは，この
映画を使った PV に至るまで『エクスプレス・ユアセルフ』にこだわっているのだろうか。
実は『メトロポリス』という映画は空恐ろしい映画である。この映画を使うことの意味
が介在することで，『ボーン・ディス・ウェイ』も『エクスプレス・ユアセルフ』も全く
異なるものとして見えてくる。
それでは，続きは「その３」へ。
（55） ウィリー・ニンジャはマドンナの子飼いではない。ハウス・オブ・ニンジャの支部は世界各地に出来ている。
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〔抄　録〕
前篇に引き続き，レディー・ガガの『ボーン・ディス・ウェイ』（2011）とマドンナの『エ
クスプレス・ユアセルフ』（1989）の間テクスト的関係を検証するため，マドンナの
『ヴォーグ』（1990）を歌詞中心に媒介とし，共に使われる「スーパースター」「ドラァグ・
クイーン」の表象から三者の関連性を説明しレディー・ガガとマドンナの LGBT に対す
るスタンスの相違を明らかにする。性を超越する自由な存在として歌舞伎の女形のように
「ドラァグ・クイーン」とその所属するハウス世話役「マザー」の表象を手段的に活用す
るマドンナは，そのことでゲイ・カルチャーを収奪してもいる。それに対し，LGBT と共
に歩み，救済と解放を勝ち得る仲間とみなすレディー・ガガ。また，生殖を超えた「マ
ザー」であるマドンナと周囲の若きダンサー達の構築的な絆に対し，「マザー・モンス
ター」の表象を構築するレディー・ガガは，生物学的母子の紐帯という「本質」を根拠に
「このように生まれた」マイナーな存在たち全てを肯定しようとする。しかし，ガガ的本
質主義は単純ではなく，多重かつ並列的にテクストを構築するため，本質主義があからさ
まに提示されていても隠されるという不思議な効果が生じている。
